
(その1)

(ふ り が な)あ か まつひ ろたかこ うえんかれんごう かい〆
1政 治 団 体 の 名 称赤松広隆後援会連合会/

C'『 ○

収 支 報 告 書 練 皇殊 分 、
(開 催分)ノ

政 治 団 体 の 区 分

口 政 党 口 政治資金規正法第18条 の2第1項

口 政 党 の 支 部 規 定 に よ る 政 治 団 体

口 政 治 資 金 団 体 凹 そ の 他 の 政 治 団 体
!

口 そ の 他 の 政 治 団 体 の 支 部
2主 た る事漸 の所在 地 名古屋市中村区 金通4-12ノ

(ア パ ー ト ・マ ン シ ョ ン名}

(姓)(名)3代表 者 の 氏 名小鹿

.實./

活 動 区 域 の 区 分

口2以 上の都道府県の区域等 回 同一の都道府県の区域床レf・

4会 計責儲 の酩岩佐勉/
資金管理団体の指定の有無 国会議員関係政治団体の区分

'ノ

事 務 担 当 者 の 氏 名

(姓}(名)

松浦 政子.

口 有

E]無

公 職 の 種 類

{現職・候補者の別)

出を した者の氏名

口 政治資金規正法第19条 の7第1項

第1号 に係る国会議員関係政治団体

治資金規正法第19条 の7第1項団毒
2号 に係る国会議員関係政治団体

公 職 の 候 補 者(姓)(名)
の 氏 名 赤松 広隆/

(電言舌)052-483-6667ノ 資金管理団体の届(姓)(名)

公 職 の 種 類 衆議院議員

(蝋 喉 瀦 の別)、(理 藏 ♪ノ
(電話〉

(電話) 　 鮨

雇鍛翻

一 ,"「

公 職 の 候 補 者(姓)(名)
の 氏 名(2人 目)

ll

・29 ,5、301
1」

公 職 の 種 類

(現職・候補者の別)

公 職 の 候 補 者(姓)(名)
の 氏 名(3人 目)

公 職 の 種 類

(現職・候補者の別)

第 号

資金管理団体の指定の期間
国会議員関係政治団体に関する
特例の適用期間

から

まで

から

まで

(※複数の期間がある場合2つ め以降の期間) (※複数の期間がある場合2つ め以降の期間)

/)6



(その2)敢 支 め 状 沈

1収 支の総括表

収 入 総 額 7707561,,
/

〃

ノ

/

/

(前 年 か ら の 繰 越 額) 42,361.

(本 年 の 収 入 額) 7,665,200

支 出 総 額 7,675,615

翌 年 へ の 繰 越 額 31,946

2収 入項目別金額の内訳

(1)個 人の負担する党費又は会費

金 額i
員 数(党 費又は会費を納入した人の数>1

(2)寄 附

ア 寄附(イ を除 く。)の 区分 金 額 備 考

(ア)個 人 か ら の 寄 附 0

(う ち 特 定 寄 附) 0

(イ)法 人その他 の団体 か らの寄 附 0

(ウ)政 治 団 体 か ら の 寄 附 0

小 計(ア)+(イ)+(ウ) 0

(寄附の うち寄附のあ っせ んによる もの) 0

イ 政 党 匿 名 寄 附 0

合 計(ア+イ) 0



C'△
_〆

(そ の3)

(3)機 関紙誌 の発行 その他 の事業による収入

行番号 事 業 の 種 類 金 額 備 考

1 新年の集い 2505200,,

2 ビアパー テ イー 4210000,,

3 盆踊り大会協賛広告 95軌000

4

5

6

7

8

9

10

11

12

13

14

15

合 計 宅66臥2° 些
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(その13)

3支 出項 目別金額の内訳

(1)支 出 の 総 括 表

項 目 金 額
備 考

本部又は支部に対して
供与した交付金に係る支出

1経 常 経 費

(1)人 件 費 0

(2)光 熱 水 費 0

(3)備 品 ・ 消 耗 品 費 0

④ 事 務 所 費 70,000

小 計 70,000 !0

2政 治 活 動 費

(1)組 織 活 動 費 0

(2)選 挙 関 係 費 0

(3>機 関紙誌の発行その他の事業費 7,605,615 0

ア 機 関 紙 誌 の 発 行 事 業 費 0 /

イ 宣 伝 事 業 費 0

ウ 政治資金パーティー開催事業費 0
エ そ の 他 の 事 業 費 7,605,615

'

(4)調 査 研 究 費 0
'

(5)寄 附 ・ 交 付 金 0

(6>そ の 他 の 経 費 0

小 計 7605615,,
ノ0

合 計 7,675,615 ノ
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(その14)

(2)経 常経費(人 件費 を除 く。)の 内訳 項 目 別 区 分 4.事 務所費/

行番号 支 出 の 目 的 金 額 年 月 日
支出を受けた者の氏名
(又は名称)

支出を受けた者の住所
(又は所在地)

備 考

1 監査報酬/ 70,000 H28/3/2 中野修宏
名古屋 市 中村 区上 ノ宮町1-2藤

井ピル103

2
f

〆,' 1 〆

3

4

5

6

7

8

9

10

11

12

13

14

15

そ の 他 の 支 出

/
合 計 70,000



C"◎

(その15)

(3)政 治活動費の内訳 項 目 別 区 分
6.そ の他 の事 業費

新年の集い

行番号 支 出 の 目 的 金 額 年 月 日
支出を受けた者の氏名
(又は名称}

支出を受けた者の住所
(又は所在地)

備 考

1 宴会代 2445282
,,

H28/1/9
AMク ラウンプ ラザ ホテ1レグ ラン

コート名 古 屋 名 古屋市 中区金 山1-1-1

2 /
/ / !

3

4

5

6

7

8

9

10

11

12

13

14

15

そ の 他 の 支 出 0

合 計 2445282,,



⊂ つ
(その15)

(3)政 治活動費の内訳 項 目 別 区 分
6,そ の他 の事業費

ビアパーテ ィー

行番号 支 出 の 目 的 金 額 年 月 日
支出を受けた者の氏名
(又は名称)

支出を受けた者の住所
(又は所在地) 備 考

1 印劇代/ 51,840 H28/5/27
'

マツダ タイプ
/

名 古屋市昭和 区車 田町2-203
/

2 宴会代 4165976,,

ぜ'

H28/8/10
ノ

ANAク ラウンプ ラザ ホテ1レグ ラン
コート名 古 屋 ノ 名 古屋市 中区金 山町1-1-1

ノ

3
ノ /

一

4

5

6

7

8

9

10

11

12

13

14

15

そ の 他 の 支 出 0

合 計 4217816,, '

//



Cう
(その15>

(3)政 治活動費の内訳 項 目 別 区 分
6.そ の他の事業費

盆踊 り大会

行番号 支 出 の 目 的 金 額 年 月 日
支出を受けた者の氏名
(又は名称)

支出を受けた者の住所
(又は所在地)

備 考

1 草刈り機
ノ
・18

,900 /H28〆 ヴ4
㈱ ジ ャバ ネット 東京都港区三田

2 新聞折り込み代 /86,670 H28〆8/9
株式会祉中日総合サービ
ス/ 名古屡市 中区栄4-1-1

ノ

3 備品賃貸料/
{、

15,228
ノ

H28/8/16
/〆

近藤産興株式会社 名古屋 市南区浜 田1-10
/

4 お菓子代
/

22,93♀ .H28/8〆23
/

有限会社たっや
〆
名古屋市 西区新道2-5-1

ノ

5 お品代
ノ 39,852

ノ

H28〆8ク4
株式会社 ドン ・キホー
テ/

東京都 目黒区青葉奄2-19-10

6 お品代

'

22,468 H28/8/2多
株式会社 ドン ・キホー

テ!
東京都 目黒区青葉台2-19-10

/

7 やぐら組み立て代
ノ

100,00q H28〆8/25 鐸 愛知中村葬 名古屋市中村区五反城町6-11

8 電気部品代/ 50,560 H28/8/26
/

上新電機株式会社
!

大 阪 市浪 速 区 難 波 中3-1-15ジ ョー

シンナンバ ピル8F/

9 講師代
/

50,0QO H28/8μ6 吉村豊但ン 名古屋市 中村 区名 駅5-14-4ワ ピタ

名駅101

10 印刷代/ 118,,800 H28/8/26/ マツダ タイプ / 名古屋市昭和区車田町2ジ203

11 氷代
ノ

12,809 H28/劉/26 大阪屋製氷問屋
'
名古屋市中村区名楽町1-2

〆

12 会場費1 50,009 H28/8/写 飯田女学院 名古屋市中村区向島町5-28

13 食事代
ノ

13,00q H28/8〆2多 わいん/ 名古屋市 ニツ橋 町3-39
/

14 うちわ代/ 77,76q H28/8〆29 株式会鴛愛英 名古屋市 中川 区八熊タ3-13-6

15 お品代/ 30,240 H28/8/30 成田酒販株式会社
ノ

名古屋市東 区吉野1-8一多

16 備 品賃貸料 、 、 57,888 H28〆9/多 近藤産興株式参社 名古屋市 南区浜 田1-10
!

17 電気工事代/ .127,44q ヨ28/9/14/ノ
株式会社中切電機 名古屋市北区五反田町187

18

' ∠ 〆 '



C⊃
(その15)

(3)政 治活動費の内訳 項 目 別 区 分
6.そ の他 の事業費

盆踊 り大会

行番号 支 出 の 目 的 金 額 年 月 日
支出を受けた者の氏名
(又は名称)

支出を受けた者の住所
(又は所在地) 備 考

19

そ の 他 の 支 出 47,972 /
/餓8¥ダ合 計 942,517



(その・7)資 ⊃ 産 等 の 状 つ況

1資 産等の総括表

資 産 等 の 有 無

'

一

資 産 等 の 項 目 別 区 分 有 無 備 考

ア 土 地 [コ 凹

イ 建 物 口 回

ウ 建物の所宜豊旦的上≦ヒゑ塑上権』星盆土地の賃遭権 口 回

工 取 径 の 価 墾 杢 ⊥ΩΩ互i丑 .を 超 え 亙 動 産 口 回

預 金(豊 通 預 金 及 び 当 座 預 金 を 」途≦飢1オ
又 越 壁 金(普 通 監 金 を 除 《L1

口 回

力 金 銭 猛 麺 口 回

キ 査 価 証 拳 [コ 回

ク 出 資i⊆ よ ゑ 権 利 [] 回

ケ 貸付先ごと璽残直丞』辺 互置堂超え至貸付金 口 回

コ 支 払 ぬ れ 左 金 額 杢 巫}互 且 堂 超 え 亙 敷 金 口 回

取得の価額が100万 円を超 える施設の利用に関する権 口 回サ 利

シ 造ム先ゴ」ヒの残直杢 迦 亙巴堂超 えゑ借ム金 口 回



ρ 、

f
π、

、ノ ソ

(そ の20) 宣 誓 書

添付書類(別 添のとおり)

凹 1領 収書等の写 し
/

[コ 2監 査意見書(政 党本部及び政治資金団体に限る。)

回 3
/政治資金監査報告:書(国 会議員関係政治団体に限る

。)

この報告書は、政治資金規正法に従って作成 したものであって、真実に相違 あ りません。

蟄 葺 螂 ・旦

政 治 団体 の名 称 赤松広隆後援会連合会

会計責任者の氏名 岩佐 勉 ㊧
代 表 者 の 氏 名 (代表者については解散時のみ記入すること)

(印)



政治資金監査報告書

1平成29年 銅30日

ヤ

赤松広隆後援会連合会 ピ

代表 小鹿 實 殿

/灘 治資鑑 査人鞍1畷 愚
登 録 番 号 第579号

研 修 修 了 年.月 日 平成20年10月10日

∩ /

1 監査の概要

(1)私 は、政治資金規 正法(以 下 「法」 とい う。)第19条 の13第1項 の

規定に基づき、赤松広隆後援会連合会 ⑱平成28/年 に係 る法第12条 第

1項 に規定する収支報告書のすべての期間を対象 として、当該収支報告

書並びに当該収支報告書に係 る会計帳簿、明細書、領収書等、領収書等

を徴 し難 かった支出の明細書、振込明細書及び振込明細書に係 る支出目

的書(支 出の 目的が記載 された振込明細書の写 しを含む。以下同じ。)に

ついて、支出に関する政治資金監査 を行った。

(2)こ の政治 資金 監査 は、法第19条 の13第2項 に定め る ところに よ り

政治資金適正化委員会が定める 「政治資金監査に関する具体的な指針」

c) (以下 「政治資金監査マ ニュアル 」 とい う。)に 基づ き行 った。

(3)私 の責任は、外部性 を有す る第三者 として、国会議員関係政治団体の

会計責任者の作成又は徴取 した収支報告書並びに当該収支報告書に係 る

会計帳簿、明細書、領収書等、領収書等を徴 し難かった支出の明細書、

振込明細書及び振込明細書に係 る支 出 目的書 について、政治資金監査マ

ニュアルに基づき政治資金監査を行 った結果 を報告することにある。

(4)こ の政治資鑑 査は・赤松広隆後援会齢 会嘩 たる事務所において

行 った。



監査の結果

私が実施 した政治資金監査の結果は、以下の とお りである。

1)法 第19条 の13第2項 第1号 に規 定す る事項 につ いて 、会 計帳簿、

明細書、領収書等、領収書等 を徴 し難かった支出の明細書、振込明細書

及び振込明細書に係 る支出 目的書が保存 されていた。

2)法 第19条 の13第2項 第2号 に規定す る事項について、会計帳簿に

は、当該国会議員関係政治団体に係るその年における支出の状況が記載

され、かつ、当該国会議員関係政治団体の会計責任者が当該会計帳簿を

備 えていた。

3)r悔 第19条 の13第2項 第3号 に規定す る事項について・法第12条

第ユ項 に規定す る収支報告書は、会計帳簿、明細書、領収書等、領収書

等 を徴 し難かった支出の明細書、振込明細書及び振込明細書 に係 る支出

目的書に基づいて支出の状況が表示 されていた。

4)法 第19条 の13第2項 第4号 に規定する事項について、領収書等を

徴 し難かった支出の明細書及び振込明細書に係 る支出 目的書は、会計帳

簿に基づいて記載 されていた。
晶

業務制限

赤松広隆後援会連合会 と私 との間には、法第19条 の13第5項 の規定

に違反する事実はない。

更㌻、赤松広隆後援会連合会と政治資金監査の業務を補助 した使用人そ
の他 の従業者 との間 において も、 同様 で ある。

以 上


